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第売？ ノ ーー fl! ヲ 一世 車 山郡岩持 ナ f,jfr句、
－・，J，、 無． ジ ヨ 得 ア ナ 地 山 月－ 一由 山
J、 火人 ブ ヲ ，、、 ノV JV ーー 地麻酷 i也

却崎 山 島一成 γ 無哲i’ J、 ーー 岩似 J、
司．

建岩 ヲ 高立即人 出 去を J、 ノ セ 牽

ノ、 海 一申 成尺ス チ 島 出 ク 非霊安 ，レ’ 程華
九
ー 岸被ス 以 JV 豪 ヲ 脈之常議 毛 島

山覆 毛 上 :::2 鴻 通 ナ ヲ ーー 著岩 ノ

服 セ ノ 一・． 島 ジ JV 見能 ジ暦 大

ーー フ ニ秀 ヲ 及 プ カ ス ク j) 一曲 ナ
」

ジ ノV ジ 出如実火重11 費 フ 豆 JV 



' 

慢ア プ －＇，、 ヲ 9 ト 闘 ノ ノL〆 ノ 建 ヲ ブ

関前 J、 ili1~ ナ 成江 f折 ミ ::r U.1 揃受主司．
ナ 江北建 ジ ノV 西山而 ト 峯江 ケ ーー

司‘ 司、
ヲ 省東省矯 毛？折 t也 シ能 J、 雨 タ 花司、
市白 － ー ーー ノ ーー ノ 江第 ア .＞、 皆省ノV 出

建造趨南 万日 、 南二主主：サ 此 ノ ::r ：！百.tr 

省 入 ヨ干 方建女lJ 省ノ 最ノレ if,手境 ト 及

ヨ ス 次 ーー 省 ク 山 モ 迄岸界最花、
ヲ ノV 第 ブ 高 ノ 脈高 一由 山 附 ニ正 [it司

江重 ーー －＇，、 楊サ 持 J、 キ 消服迩荏片

西 ナ 東精子六水墨 モ 蕗 ノ ヨ ジ麻

省ノV 西北 江千界潜 ノ ジ残 リ ク 岩司、

一 道 ノ 々 沿尺 ヲ ノ モ 霊童白t稲鴻 ヨ

入路走東洋 ヨ ナ 刊ノJ すI司 うT ーー 建 ーー ヲ

ノJ/ ..＞、 向 一日 諸－ リ ジア'1<- ず v 外省河成、
重岡 ーー 走者多主嶺三唯 ナ ノ 流 9 、 、
ナ江鑓 9 ト 砕ユ ト 四孤 フ 金谷其、
ノv J: セ m:n ノ 一花匹千立 サ 沿野~~句、
ニξ 流 ヲ 建交高 i品敵尺セ ノV 洋海 出司、 句、
ノ ヨ 踊？折通尺岩ス ヲ JV モ 並碍最、 、、
ーー ヲ 建江 ヲ ニ片 J、、 出諾今 一 等モ、
..＞、 銭者江困 エ正 麻 ~ ツ 峯 J、康支 大

北塘 ヨ 西難達岩毛 JV ノ 地東離 ナ、
一時 江 リ 一 ナ 久 片 ノ ::r 断 形宥減 L〆

一
間上此省 フ }V 岩 ーー ト 績上 － ー 裂、
江流 山 ノ シ 著千 ジ稀ス 山達 セ "t: 

上 一 脈境 よ‘ ジ枚 ブ ナ ノν 脈セ 9 Y白、． 司、
流入 ヲ 界此 ヨ号 岩踊 ヲ ヲ ト ノv Nil 躍J
ヨ ノV 横議山連等建 見稗？毎 チ 作

9 f由 ヲ ーー 牒嶺 ヨ 省 ノV 三毛 岸稿用
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石山 グ 々 ，＞、 経 ブ 所関蒋霞ノ 流探、
双眼 J、 ニ群天銭江？折ス関 、 ユ 1可、
岩若北河島憂塘安山ノV ニ司、 如至上

砂グ 々流 ヲ 出 江徽地 ヲ 国 ジ JV 流
岩 J、 東ニ ナー ニニ第趨

、‘
ー、、‘ 
一－－-

等外 エ横ス 帯横省三嘗タ 般路越司、
ヨ組If γ 断此ノ 島)f 界ノ ナノV ーー ア ニl..

ヲ 山 ブ セ 山山 セ ノ LlJ ワ モ 此 9 ノV司、
成月鹿北 フ 脈縁 フ 山脈 ト ノ 山此杉

？ ト 方ノV ニ ヲ レ若tJ、 f言 ニ脈等閑、 、、
叉鴻ニ二日J麗成 金 ヲ 江ス ミノ ヲ ノ ア

往ス於走ス るノ 華ナ 西 ブ 総ぜ（ 9 、 司、
々 此ア 向ノV 三府 ジ省 之都頭南司、 、
石山 J、 ＿，.、 出間 庭銭議 ヲ ジ J、 ーー

英日庇北主識 i母 州措持i 院J ；テ 海汀
斑 J、 東山 .；，、 ーー 府江府 1折｛由故山・i司、
石花若脈中於蚕上附 山 霞大ナ

ーー fMJ ク ト 央 プ 列、｜流近 地嶺約ノV

類岩 J、 立主 山海府ノ ヨ ノ 五 H、．
セ片東行服ニ ノ ヰヒ ヲ 主都六江
ノV 麻西 ジ ノ 設北 ヲ j無 出 二九千上

石 3山ff ーー 南如 ジ 紹過升l 服ノV 尺流、、 『、
英片援方 グ更典 ヨp 府 若 ::r ノ ヨ

粗岩ス ーー 連 － ー 府関附 ク J.. 高、、 、 喝、

七 面古弦於鰻舟寧渓近 J、 ア RE 藤司、
；岩生 ーー ブ セ 山 波桐 ーー 中ノレ ヲ チトi
ア代之 J、 ス 列府！虚 i( 央 J、 有貫

9 粘 ヲ I萄 ジ 島 ノ 府 1) 山彼ス 水、
寧板第北 プ 若南問 江 服 ノ ノV ノ

波岩三若慮ク ヲ ーー 西 仙毛上

一



ヲ 以代 ミJ 異 ーー 々建ノv 府府色岩府

考上石之 ナ 産 ニ省緒附附砂種紹

察ニ茨 ーー y 出中ブJ岩託延岩 ノ 典
‘・

Jえ 山 ト イ宇 毛 ス生面 j菅 1折 ヨ ノ 火府
JV 脈 J、 ヒ ノ ノV 代ユ ナ江 9 沈 出附

ト 中多 ブ ナ有砂 J、 省庚積岩近

キ 中少有 ヲ 畑岩繰 ト j荷東ス 塊 ,:=.. 
司、

J、央闘畑 彼質層如 ス州省 JV ヲ プ司、
海山係費 ノ 石アセ 本府 ょニ ，点、 成 ＿，.、町、
岸服 ヲ石四炭 9 JV 層金五著ス 火－、
山 J、有炭 ｝II J、 ブ カ J、華 L〆 ジ 而 山

服地ス ヲ 省古内如閤府ノV キ ジ岩
受句B

..＞、 形ノV 産 湖生 一世 ジ新 Rll 地事 プ 噴司、

寧上 :::r ス 北代中而山 チ 域質此出司、
ロ 最 ト ノV 省石生 ジ地銭江ナ 山 ジ

中 毛 ヲ ヲ ノ 炭代 7 主塘西 9 勝重

央著想見 大紀石本向江省 ト ノ ーー

山 v ｛；象ノV 部 ーー 炭層脈上古ス 中凝
喝司・

蹴 ヨ？ ス ト 分底 ヲ ノ ノ 流安其央茨

ヨ カ /l〆 キ .;:::. ス 撮下外 1折府主若岩、
タ 女日 ヲ ..＞、 毛 JV セ位側江附ナ ク 集

激キ待此 緒重 ヲ 古ェ省近 JV J、塊
司、 句、

甚 Of; へ鵡 色 一．， 即 生器紹江毛 左岩、
ナ！-0! ジ色 砂無チ層達奥西 ノ 右若
JV 殻 砂岩畑江ノ ス府省 J、 雨 ク 七
ヤ 隆 岩層質西上ノV 附南江但！J J、

未曲 暦庚ノ 省位毛近昌西 ニ石、
タ ノ ト ク 決期ニ 内 ーー ｝託省鼠主主、
知度 中 頒暦江川側於庚欝 ク 組

ノV ヨ 生 ギ百 ト 省所踊グ 信チfl 緒面
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探 ヲ ヨ 中其中該ミ銭銭ヲ約西而！

地堆 ？ 央聞央官ナ措塘 Jilt 四省ジ

方積成外 一世 山 ジ フ 江江 ミノ 百昇ア司、

ーー ジ JV 側細服地 ス 上下関五 ヨ庚

ア lift: 毛 雨長腕形 中流流深十 1) イ言

1) 1可 ノ 出 ナ 艇上央 i也 ノ .:::. 清 東府

プ ；寵 、 臓ノV ト 向外城 i也於虫方 ノ司、
..＞、 附虫日 J、 平 ジ斜， 1lliJ J、 主長 プ 南楠水

i思近 グ 花野 Jテ 谷雨車 ーー 3誌 4ヒチH J、

シ ノ :It i品 ヲ 嬰 タ 山 ーー 入西 ノ 泊二部

ク 、、喝 大岩成東ノv 脈消ノV ノ l蹄ヲ 1一wi喝、

沼河部片 ス WJ ト ノ NW 水約経 Will

!lb 流分廊 一占 同 間作
セ ノ J、

Xe’ • 漣 H手 ニ用 相百金入旬、

ノV 砂古雲 日 一 J~ ーー 合宿事 Y

古 E衆生母 ジ地成 ヨ ジ 虫府 i!Uf
司、

生施｝膏片 ヰヒ 1tf セ 1) 設 ノ ノ チN

代土 ーー 疋民王』 ..＞、 t~ フ プ ーー 谷東府唱、

石 ヲ 扇千 外遊 v JJX: 北野陽ノ

J！］（ 被ス 枚 側上タ生 ノ
J、 月壊 *・ 司、

叉ILヨ' ν 縦長 山 ノ ノV セ 方 l{ll ニ J、
司、 司、

位 リ 谷日 阪向地 ブ 外 チ到銭崎、

岩而 ノ ；百.u ヲ 締質・ レr 側銭 JV 措
司、

ノ ジ低 Wi 以谷構タ 出塘マ 1工

上 プ 慮板 プ ヲ 議 JV 服江ア ヲ

ーー 1r~r ノ、 岩 遮成上縦 ヲ ノ 東成
、

不升i結石 鴎i γ ノ 谷 横 上西 ス『． 句、

整府色 J:fe.. セ南縦ナ WT 流ノ 質
合江砂岩 フ ーー 谷 JV γ 地長 .:::. 

ーー 山岩ト等： ¥/ ノ、 ーー ノ プ 域サ 江

七
回



七
五

セ 上近 ヲ 以 ？ 生亦 識 ヲ イ~ ノ 綾、
「

ジ 一宇 一同 ナ 上其唐 ス .A 費 ~ 上慢

ヤ 一見 ス ノ J: ノ ヒ． ノレ 見石 ーー ナ

一未皮 JV ノ 事 ーー 女日 1) ヲ セ 茨著ノV
一
ー－タ 中 カ ー噌、‘ 質 傾 グ フ 以 サ 層 ジ 傾

知生如 ナ ーー 斜稽 ア プ ν ヲ ヨ号 斜
江 JV 層

」

ヨf フ ヨ 緩 曲 ーー 蓋 ト 介砂 ヲ

山へ ヲ 古 ス ヲ 慢甚類 ジ エ丘 イE 岩ナ司、

！採カ 沈生 中 ブ ナ ジ セ 中江 .A 唐セ句、
フ 澱代生推 JV う1 ノv 生西石 ア JV 

一ス ジ石代察結 ブ 不 代省決 結

a＇.ミ 後方t合ス 色 サ 、・．
tフEじ， ーー 都暦其色

ケ 更岩炭ノV 砂ノV 金 届 陽ー ーー 上砂

ニ上麿 ニ岩 .::i; ナ ス 湖 J、部岩
｝レ
之 結暦往 .JV ノV 附未ーー ト ::::. ア

炭 ヲ 直 毛 色 ア 々 イと ナ 近 タ J、 ？ 

)ft 消 ーー 亦砂 9 七石 ;v 一日
、

穂往然

磨結不岩 入 ヲ ~、 於嵐 々 ノV
ミ〆 色整暦 十見 ジ ブ ヲ 角 ーー

プ 砂合 ..；，、 皮 JV ト J、 識盛山司、
事；岩ナ 古 ノ f旦 !J!. 明 別岩獄
上 ヲ 9 生 念 ジ 4怪 一， .;1, 層 ノ、

「

ーー 見彼暦 傾 中 ス ス ノv ア 麓司、
緒 JV ノ ト 斜生 1vgr ヒ． ーー ？ ーー

色 J、江著 ヲ flt チトi リ 足 ア 於
砂或 山 ミ／ ナ合府 フ ノv ;N.；ァ
岩 J、 螺 キ ス 決 附 ア J、、 下 J、

」

ヲ 古城不 ::r 層 近貝 キ ニ古

堆生 ノ 整 ト ~、 一日 ヲ 化ニ生
積層附合 ア 古 毛 埋石三層

， 



サ ア牒上 リ 水建盈』、 江
J、 江 ヨ 流北流 ブ 地嬬 山

各 LlJ 9 一日 東 J、 タ ーー 建牒

龍関巌杭地平斑於 一由 市高 ソ ジ者 J、

瀞浜川l州 ノ 野ニ ブ 流建 ブ ト j酷崎、
牒思案府府高 ノ 幸田 J、 レ斯 中 ノ g+J 

桐距商長甚ア 江 一宇 界府
鹿 ヨ 東 ーー タ 繍雨 石 ナ最

牒 9 組目 ジ狭升i者 2足 y 西
推 一四 プ 隣府 ノ 岩組i ノ

測鐙 i酷 ナ ーー 界 －＞、 霞騒

Jえ ・ユ ~＋！ ノレ Sflj ナ 奇関治

ノV ノV 府 エ丘 ノV ノV 形 ーー 一、
一同 連坊裏即仙 ノ 到 ジ

丘ノV ア
、‘

ニニー 約 J、託ョ幹閲 岡江西

五五五五左海 ケ ？ 流 ヨ ヲ 山 a，、。。。。ノ 主主 J、 下 ーー , 成牒江
jミ尺尺尺如五庚洗 ジヰヒ ス 城西句、

ま／千漠 J、 プ 流 英 ノ 省

尺タ ヨた 諸 ジ 上 ア ノ

以ノレ第水ア 一世 JV 玉

上大 ーー 之江 江 ト 山

ア平鹿 ーー 山 山 ::r 牒

フ 地？間合膝 牒 τま ト

、．，ノ ヲ ト 流 一 城 J、境
、、
江成 ナ Jえ 3f!J ノ 康 ヲ帽、

山ス ？ 谷 ？ 資 キ接
司‘ 司、

ノ 而江野夫 塔緒 る／、
高 ジ 山 J、 ヨ ヲ 色南
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間 ノ ジ ス ft rf1 緒岩 セ若起境牒 ブ

JI! 間 カ 或合生色層 y ク 一界界 m
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地名護音表

（前回報告ユ掲載セ JV モノ J、省ク）

殿升lJfJ Yen-chau-fu 

飴挑牒 Yu司yac-hsien

斗門脇 Tu-men-po 

百 r民A唱 Pa咽kwanor l＇；：トkui(Natiw 

曹 弼I Zon”＼VU 

安徽者 Ngan-hui『sen

大 揚 Ta-yan or Daぅ’an(Nati1・c) 

蘭 撲 Lan-chee 

官E 活字 Long司） U

常山県菜 Shan-shan町h日ien

開化，幌 I三ai-hua”hsien

唐舶腎 Tan-tuen司wan

丈島問 ¥Vun-Chatトko

裏 堰 Li-yen 

賛 峯 Go司hon

石 後 Sa崎WU

山 官E San司long

湯 堰 Ta口町yen

サ｜下水埠 Sha司sui『pu

一東開 Tong『kwan

義烏腕 Ni同wu-hsien

海 r~ Hai『me-i1

江西省 Kia立国si『sen

間 江 Min-kian 



本主 B日 San田kwan

議列・i府 Kan司cheau『 fu

！黄信府 1心λran－包hin司 fu

玉出牒 Wi司sanor・Yu-san

四 Jl［省 Sze句tuen-sen

a関t.:品、 i翠 On-tan 

1fMr升i府 1ミu-cheau『fu

鵡出牒 Schau -shan-hsieu 

横河騎 もA/an-wu-po

馬家堰 Mo-kaγen 

底 茨 Lu-tsu 

徽 チH bui四cheau

if!] 江 Pu拘kian

11.毘 土1;i Ytトpoo

江浜府 Kian-chee帽pu

江山脇 Kiarトsan-hsien

樹花 i辛 Shu『hua-pu

清湖鋭 Chin-wu”chin 

高蒸 ~ll Fan-chin-san 

英 芹 In『ngan

政 堂 Chin『don(Naiかe)

花園港 日oa働yen司kan

五渓街 Wu崎chee-kai

思、仁街 。n－口in『kai
林 出（叉 J、接出〉 Lin向san

金事府

舟 山

議州府

踊建省

Kin-huaイu

Shu-san 

Tai-ch羽eau・イu

Foo司chien-Sen
l~「1トkien

IIち
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